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論　　　説

坂
元
一
哉
教
授　

略
歴

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年　

一
月　

福
岡
県
大
牟
田
市
に
出
生

一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年　

三
月　

福
岡
県
立
三
池
高
等
学
校
卒
業

一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年　

三
月　

京
都
大
学
法
学
部
卒
業

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年　

三
月　

京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年　

八
月　

米
国
オ
ハ
イ
オ
大
学
歴
史
学
部
大
学
院
修
了

一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年　

三
月　

京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
政
治
学
専
攻
研
究
指
導
認
定
退
学

一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年　

四
月　

京
都
大
学
法
学
部
助
手

一
九
八
九
（
平
成　

元
）
年　

四
月　

三
重
大
学
人
文
学
部
講
師

一
九
九
〇
（
平
成　

二
）
年　

四
月　

三
重
大
学
人
文
学
部
助
教
授

一
九
九
四
（
平
成　

六
）
年　

四
月　

大
阪
大
学
法
学
部
助
教
授

一
九
九
七
（
平
成　

九
）
年　

八
月　

大
阪
大
学
法
学
部
教
授

一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年　

四
月　

大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授

二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年　

三
月　

京
都
大
学
博
士

二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年　

四
月　

学
位
授
与
機
構
・
社
会
科
学
専
門
委
員
会
委
員
（
二
〇
〇
四
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年　

八
月　

外
務
省
「
外
交
政
策
評
価
パ
ネ
ル
」
委
員
（
二
〇
〇
三
年
八
月
ま
で
）

二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年　

九
月　

外
務
省
「
国
連
改
革
に
関
す
る
有
識
者
懇
談
会
」
委
員
（
二
〇
〇
四
年
六
月
ま
で
）

二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
一
二
月　

内
閣
官
房
「
海
外
経
済
協
力
に
関
す
る
検
討
会
」
委
員
（
二
〇
〇
六
年
二
月
ま
で
）

二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
一
二
月　

外
務
省
「
日
中
歴
史
共
同
研
究
」
委
員
（
二
〇
〇
八
年
一
二
月
ま
で
）

二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年　

三
月　

外
務
省
「
国
際
協
力
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
委
員
（
二
〇
〇
九
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年　

四
月　

日
本
学
術
振
興
会
・
学
術
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
（
二
〇
一
〇
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年　

五
月　

内
閣
官
房
「
安
全
保
障
の
法
的
基
盤
の
再
構
築
に
関
す
る
懇
談
会
」
委
員
（
二
〇
〇
八
年
六
月
ま
で
）

二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年　

九
月　

外
務
省
「
い
わ
ゆ
る
『
密
約
』
問
題
に
関
す
る
有
識
者
委
員
会
」
委
員
（
二
〇
一
〇
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年　

二
月　

内
閣
官
房
「
安
全
保
障
の
法
的
基
盤
の
再
構
築
に
関
す
る
懇
談
会
」
委
員
（
二
〇
一
四
年
五
月
ま
で
）
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坂元一哉教授略歴・主要著作目録

二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年　

八
月　

内
閣
官
房
「
安
全
保
障
と
防
衛
力
に
関
す
る
懇
談
会
」
委
員
（
二
〇
一
八
年
一
二
月
ま
で
）

二
〇
二
一
（
令
和　

三
）
年　

三
月　

大
阪
大
学
定
年
退
職

二
〇
二
一
（
令
和　

三
）
年　

四
月　

大
阪
大
学
名
誉
教
授
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論　　　説

主
要
著
作
目
録

Ⅰ　

著
書
（
単
著
）

『
日
米
同
盟
の
絆
─
─
安
保
条
約
と
相
互
性
の
模
索
』
有
斐
閣

二
〇
〇
〇
年

『
日
米
同
盟
の
難
問
─
─
「
還
暦
」
を
む
か
え
た
安
保
条
約
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

二
〇
一
二
年

『
日
米
同
盟
の
絆
─
─
安
保
条
約
と
相
互
性
の
模
索
［
増
補
版
］』
有
斐
閣

二
〇
二
〇
年

Ⅱ　

著
書
（
共
著
）

『
戦
後
日
本　

占
領
と
戦
後
改
革　

戦
後
改
革
と
そ
の
遺
産　

第
六
巻
』
岩
波
書
店

一
九
九
五
年

『
日
米
戦
後
史
の
ド
ラ
マ
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

一
九
九
五
年

『
戦
後
日
本
外
交
史
』
有
斐
閣

一
九
九
九
年

『
日
米
関
係
キ
ー
ワ
ー
ド
』
有
斐
閣

二
〇
〇
一
年

『
同
盟
の
比
較
研
究
─
─
冷
戦
後
秩
序
を
求
め
て
』
日
本
評
論
社

二
〇
〇
一
年

『
新
・
国
際
政
治
経
済
の
基
礎
知
識
』
有
斐
閣

二
〇
〇
四
年

『
歴
史
の
教
訓
─
─
日
本
外
交
・
失
敗
の
本
質
と
二
十
一
世
紀
の
国
家
戦
略
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

二
〇
〇
五
年

『
日
本
政
治　

過
去
と
現
在
の
対
話
』
大
阪
大
学
出
版
会

二
〇
〇
五
年

『
国
際
政
治
事
典
』
弘
文
堂

二
〇
〇
五
年

『
日
本
の
外
交　

第
二
巻　

外
交
史
・
戦
後
編
』
岩
波
書
店

二
〇
一
三
年

『
日
本
を
め
ぐ
る
安
全
保
障
こ
れ
か
ら
十
年
の
パ
ワ
ー
・
シ
フ
ト　

そ
の
戦
略
環
境
を
探
る
』
亜
紀
書
房

二
〇
一
四
年

Postw
ar Japan: G

row
th, Security, and U

ncertainty since 1945 　

CSIS

二
〇
一
七
年

『
現
代
地
政
学
事
典
』
丸
善
出
版

二
〇
二
〇
年
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Ⅲ　

監
修
・
解
説

『
は
じ
め
て
読
む
日
米
安
保
条
約
』
宝
島
社

二
〇
一
六
年

Ⅳ　

解
説

吉
田
茂
『
回
想
十
年　

第
三
巻
』
中
公
文
庫

一
九
九
八
年

西
村
熊
雄
『
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
・
安
保
条
約
』
中
公
文
庫

一
九
九
九
年

Ⅴ　

論
説

「
駐
ソ
大
使
ハ
リ
マ
ン
の
進
言
と
ア
メ
リ
カ
外
交
（
一
九
四
三
年
一
〇
月
─
一
九

四
六
年
二
月
）（
一
）」

『
法
学
論
叢
』
一
一
二
巻
五
号

一
九
八
三
年

「
駐
ソ
大
使
ハ
リ
マ
ン
の
進
言
と
ア
メ
リ
カ
外
交
（
一
九
四
三
年
一
〇
月
─
一
九

四
六
年
二
月
）（
二
）」

『
法
学
論
叢
』
一
一
三
巻
一
号

一
九
八
三
年

「
駐
ソ
大
使
ハ
リ
マ
ン
の
進
言
と
ア
メ
リ
カ
外
交
（
一
九
四
三
年
一
〇
月
─
一
九

四
六
年
二
月
）（
三
）」

『
法
学
論
叢
』
一
一
三
巻
二
号

一
九
八
三
年

「
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
外
交
戦
略
と
日
本
、
一
九
五
三
─
一
九
五
四
年
（
一
）」

『
法
学
論
叢
』
一
二
三
巻
二
号

一
九
八
七
年

「
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
外
交
戦
略
と
日
本
、

一
九
五
三
─
一
九
五
四
年
（
二
）」

『
法
学
論
叢
』
一
二
三
巻
三
号

一
九
八
八
年

「
米
国
国
家
安
全
保
障
会
議
政
策
文
書
Ｎ
Ｓ
Ｃ
五
五
一
六
／
一
に
つ
い
て
」

『
三
重
大
学
法
経
論
叢
』
七
巻
二
号

一
九
九
〇
年

「
池
田
＝
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
会
談
再
考
」

『
三
重
大
学
法
経
論
叢
』
九
巻
一
号

一
九
九
一
年

「
重
光
訪
米
と
安
保
改
定
構
想
の
挫
折
」

『
三
重
大
学
法
経
論
叢
』
一
〇
巻
二
号

一
九
九
二
年

「
日
ソ
国
交
回
復
交
渉
と
ア
メ
リ
カ
─
─
ダ
レ
ス
は
な
ぜ
介
入
し
た
か
」

『
国
際
政
治
』
一
〇
五
号

一
九
九
四
年

「
核
兵
器
と
日
米
関
係
─
─
ビ
キ
ニ
事
件
の
外
交
処
理
」

『
近
代
日
本
研
究
一
六
─
─
戦
後
外
交

の
形
成
』（
山
川
出
版
）

一
九
九
四
年

「
岸
首
相
と
安
保
改
定
の
決
断
」

『
阪
大
法
学
』
四
五
巻
一
号

一
九
九
五
年
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論　　　説

「
日
米
安
保
事
前
協
議
制
の
成
立
を
め
ぐ
る
疑
問
─
─
朝
鮮
半
島
有
事
の
場
合
」

『
阪
大
法
学
』
四
六
巻
四
号

一
九
九
六
年

「
安
保
改
定
に
お
け
る
相
互
性
の
模
索
─
─
条
約
区
域
と
事
前
協
議
を
め
ぐ
っ
て
」

『
国
際
政
治
』
一
一
五
号

一
九
九
七
年

「
日
米
安
保
に
お
け
る
相
互
性
の
形
─
─
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
見
直
し
に
よ
せ
て
」

『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
一
〇
巻
一
三
号

一
九
九
七
年

「
安
保
密
約
を
公
開
す
る
準
備
を
─
─
『
大
人
の
同
盟
』
へ
の
出
発
点
に
」

『
論
座
』
六
六
号

二
〇
〇
〇
年

「
二
十
一
世
紀
の
日
米
同
盟
と
集
団
的
自
衛
権
」

『
環
』
第
八
巻

二
〇
〇
二
年

「
日
米
同
盟
の
『
あ
る
べ
き
か
た
ち
』
と
は
何
か
」

『
フ
ォ
ー
サ
イ
ト
』
一
三
巻
二
号

二
〇
〇
二
年

「
日
米
同
盟
の
幅
を
広
げ
『
勢
力
均
衡
』
で
協
力
を
」

『
論
座
』
九
三
号

二
〇
〇
三
年

「
国
連
安
保
理
改
革
と
日
本
の
立
場
」

『
国
際
問
題
』
五
三
四
号

二
〇
〇
四
年

「
日
米
同
盟
に
お
け
る
『
物
と
人
と
の
協
力
』『
人
と
人
と
の
協
力
』」

『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
一
八
巻
八
号

二
〇
〇
五
年

「
日
本
は
米
軍
再
編
に
協
力
し
て
発
言
力
を
確
保
せ
よ
」

『
論
座
』
一
一
六
号

二
〇
〇
五
年

「
平
和
条
約
と
『
東
京
裁
判
受
諾
』
論
争
が
欠
く
外
交
史
的
視
点
」

『
正
論
』
四
〇
一
号

二
〇
〇
五
年

「
グ
ア
ム
を
守
る
日
米
同
盟
」

『V
oice

』
三
四
〇
号

二
〇
〇
六
年

「
北
朝
鮮
説
得
の
役
割
分
担
─
─
国
際
社
会
が
強
硬
論
と
柔
軟
論
に
分
か
れ
る
の

も
悪
く
な
い
」

『V
oice

』
三
四
五
号

二
〇
〇
六
年

「
北
朝
鮮
の
核
開
発
と
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
」

『
公
明
』
一
三
号

二
〇
〇
七
年

「
憲
法
と
安
全
保
障
─
─
集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て
考
え
る
」

『
先
見
経
済
』
五
四
巻
六
号

二
〇
〇
八
年

「
今
こ
そ
憲
法
解
釈
の
隘
路
を
抜
け
出
せ
」

『
正
論
』
四
四
四
号

二
〇
〇
九
年

「
安
保
条
約
と
吉
田
外
交
─
─
豊
下
楢
彦
『
安
保
条
約
の
成
立
』
を
読
む
」

『
阪
大
法
学
』
五
九
巻
三
・
四
号

二
〇
〇
九
年

「
日
米
同
盟
の
課
題
─
─
安
保
改
定
五
〇
年
の
視
点
か
ら
」

『
国
際
問
題
』
五
八
八
号

二
〇
一
〇
年

「
日
米
同
盟
の
『
深
化
』
を
考
え
る
─
─
安
保
改
定
五
〇
年
を
振
り
返
っ
て
」

『
外
交
』
二
号

二
〇
一
〇
年

「
日
米
中
の
『
正
三
角
形
』
論
─
─
相
手
不
在
の
構
想
な
き
外
交
論
」

『
公
明
』
五
四
号

二
〇
一
〇
年

「
本
格
復
興
を
担
う
『
災
後
』
政
治
の
た
め
に
」

『
公
明
』
六
六
号

二
〇
一
一
年

「『
災
後
の
時
代
』
の
同
盟
論
」

『V
oice

』
四
〇
三
号

二
〇
一
一
年
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「
存
在
理
由
す
ら
疑
わ
せ
た
民
主
党
政
権
の
失
敗
」

『
公
明
』
七
〇
号

二
〇
一
一
年

「『
古
い
政
治
』
か
ら
『
新
し
い
政
治
』
へ
」

『
学
士
会
会
報
』
八
九
一
号

二
〇
一
一
年

「
安
保
改
定
と
事
前
協
議
─
─
『
朝
鮮
議
事
録
』
は
『
密
約
』
か
」

『
阪
大
法
学
』
六
三
巻
三
・
四
号

二
〇
一
三
年

「
長
期
政
権
実
現
で
日
本
の
国
際
的
影
響
力
の
向
上
を
」

『
公
明
』
九
一
号

二
〇
一
三
年

「
日
本
の
主
権
回
復
と
沖
縄
」

『W
ill

』
一
〇
四
号

二
〇
一
三
年

「
地
政
学
の
観
点
か
ら
見
た
安
倍
『
地
球
儀
外
交
』」

『W
ill

』
一
〇
五
号

二
〇
一
三
年

「
ア
メ
リ
カ
の
翳
り　

露
の
欲
望　

中
国
の
食
指
」

『
歴
史
通
』
三
〇
号

二
〇
一
四
年

「
首
相
の
靖
国
参
拝
と
日
中
関
係
─
─
何
が
議
論
を
混
乱
さ
せ
る
の
か
」

『
阪
大
法
学
』
六
四
巻
三
・
四
号

二
〇
一
四
年

「
国
際
社
会
に
お
け
る
日
米
中
関
係
」

『
日
本
貿
易
会
月
報
』
七
三
七
号

二
〇
一
五
年

「
安
全
保
障　

主
権
国
家
間
に
ふ
さ
わ
し
い
日
米
安
保
協
力
の
姿
」

『
公
明
』
一
一
六
号

二
〇
一
五
年

「
憲
法
の
制
定
過
程
を
踏
ま
え
た
議
論
を
」

『
世
界
と
日
本
』
一
二
五
六
号

二
〇
一
五
年

「
日
本
の
平
和
を
よ
り
良
く
守
る
た
め
の
平
和
安
全
法
制
」

『
第
三
文
明
』
六
七
六
号

二
〇
一
六
年

「
覇
権
を
求
め
る
中
国
に
友
人
い
る
か
」

『W
ill

』
一
五
八
号

二
〇
一
八
年

「
東
ア
ジ
ア
に
大
き
な
変
化
招
く
朝
鮮
半
島
情
勢
」

『
公
明
』
一
四
七
号

二
〇
一
八
年

「
ト
ラ
ン
プ
の
本
気
に
屈
し
た
金
正
恩
」

『W
ill

』
一
六
四
号

二
〇
一
八
年

「
ト
ラ
ン
プ
が
金
正
恩
に
迫
っ
た
覚
悟
」

『W
ill

』
一
七
三
号

二
〇
一
九
年

「
日
中
歴
史
共
同
研
究
に
お
け
る
未
公
表
論
文
『
関
係
正
常
化
へ
の
道
（
一
九
四

五
─
一
九
七
二
年
）』
に
つ
い
て
」

『
阪
大
法
学
』
六
九
巻
三
・
四
号

二
〇
一
九
年

「『
公
正
』
が
世
界
政
治
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
」

『
公
明
』
一
六
五
号

二
〇
一
九
年

「
戦
後
日
本
と
『
帝
国
』
再
生
の
条
件
─
─
憲
法
、
平
和
条
約
、
安
保
条
約
」

『
阪
大
法
学
』
七
〇
巻
三
・
四
号

二
〇
二
〇
年

「
世
界
で
始
ま
る
中
国
ば
な
れ
」

『W
ill

』
一
八
六
号

二
〇
二
〇
年

「
中
国
の
横
暴
に
は
強
い
言
葉
と
行
動
で
示
せ
」

『W
ill

』
一
八
九
号

二
〇
二
〇
年

「
日
米
『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
』
へ
の
軌
跡
」

『V
oice

』
五
一
三
号

二
〇
二
〇
年
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「
超
大
国
の
リ
ー
ダ
ー
の
資
格
」

『W
ill

』
一
九
三
号

二
〇
二
一
年

Ⅵ　

学
会
・
研
究
会
報
告

「
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
外
交
戦
略
と
日
米
関
係
の
展
開
、
１
９
５
３
─
１
９
５

４
年
」（
報
告
者
）

国
際
政
治
学
会

一
九
八
七
年

「
Ｎ
Ｓ
Ｃ
五
五
一
六
／
一
と
戦
後
日
米
関
係
の
形
成
」（
報
告
者
）

国
際
問
題
研
究
会

一
九
八
八
年

「
重
光
外
交
と
ア
メ
リ
カ
─
─
『
Ｆ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
一
九
五
五
─
一
九
五
七
年
、
日
本
』

を
読
む
」（
報
告
者
）

国
際
政
治
学
会

一
九
九
二
年

「
北
方
領
土
問
題
と
ア
メ
リ
カ
─
─
ダ
レ
ス
は
な
ぜ
日
ソ
交
渉
に
介
入
し
た

か
？
」（
報
告
者
）

国
際
問
題
研
究
会

一
九
九
二
年

「
岸
政
権
と
安
保
改
定
」（
報
告
者
）

文
部
省
科
学
研
究
費
重
点
領
域
研
究

「
戦
後
日
本
形
成
の
基
礎
的
研
究
」

第
三
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一
九
九
四
年

「
戦
後
日
本
外
交
の
検
証
」（
討
論
者
）

日
本
政
治
学
会

一
九
九
五
年

「
六
〇
年
安
保
改
定
交
渉
」（
討
論
者
）

国
際
政
治
学
会

一
九
九
六
年

“Securingthe

“SanFranciscoSystem

”:theRevisionoftheU
.S.-Japan

SecurityT
reatyin1960

”（
報
告
者
）

Sym
posium



“JapanʼsRoadtoIn-
ternationalA

utonom
yinthe

ColdW
arEra(1950s)

”

一
九
九
六
年

“TheU
.S.-JapanGuidelinesforD

efenseCooperationandtheFuture
ofEastA

sianSecurity

”（
報
告
者
）

CouncilonForeignRelations

一
九
九
七
年

“SecurityinN
ortheastA

sia

”（
討
論
者
）

国
際
政
治
学
会

一
九
九
七
年

「
戦
後
日
本
の
ア
ジ
ア
復
帰
」（
討
論
者
）

国
際
政
治
学
会

一
九
九
八
年
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「
戦
後
日
本
外
交
の
形
成
─
─
日
米
安
全
保
障
条
約
を
め
ぐ
っ
て
」（
報
告
者
）

第
一
九
回
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
セ
ミ
ナ
ー

（
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
）

二
〇
〇
〇
年

「
日
米
同
盟
の
形
成
と
集
団
的
自
衛
権
」（
報
告
者
）

防
衛
学
会

二
〇
〇
〇
年

「
吉
田
外
交
の
再
評
価
」（
報
告
者
）

国
際
政
治
学
会

二
〇
〇
一
年

「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
と
『
西
村
調
書
』」（
報
告
者
）

外
務
省
外
交
史
料
館
研
究
会

二
〇
〇
三
年

「
新
資
料
か
ら
見
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
」（
報
告
者
）

関
西
政
治
史
研
究
会

二
〇
〇
四
年

「
日
本
外
交
と
安
全
保
障
理
事
会
の
改
革
問
題
」（
討
論
者
）

日
本
国
際
連
合
学
会

二
〇
〇
四
年

「
日
米
間
の
新
し
い
安
保
課
題
」（
討
論
者
）

日
韓
国
交
正
常
化
四
〇
周
年
国
際
学
術

会
議
（
日
本
国
際
政
治
学
会
、
韓
国

国
際
政
治
学
会
、
韓
国
現
代
日
本
学

会
等
共
同
主
催
）

二
〇
〇
五
年

「
一
九
六
〇
年
代
日
本
外
交
の
実
証
的
研
究
」（
討
論
者
）

国
際
政
治
学
会

二
〇
〇
五
年

「
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
共
同
研
究
」（
討
論
者
）

国
際
政
治
学
会

二
〇
〇
七
年

「
パ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
と
戦
後
日
本
の
自
主
外
交
」（
討
論
者
）

国
際
政
治
学
会

二
〇
〇
九
年

「
日
米
同
盟
を
い
か
に
『
深
化
』
さ
せ
る
か
─
─
共
通
目
的
、
役
割
分
担
、
法
的

基
盤
」（
報
告
者
）

ア
メ
リ
カ
学
会

二
〇
一
〇
年

「
安
保
条
約
と
事
前
協
議
─
─
『
密
約
』
と
は
何
か
」（
報
告
者
）

日
本
国
際
政
治
学
会

二
〇
一
〇
年

「
新
し
い
安
保
法
制
の
評
価
と
期
待
」（
報
告
者
）

平
和
・
安
全
保
障
研
究
所

二
〇
一
五
年

「
戦
後
日
本
と
「
帝
国
」
再
生
の
条
件
─
─
憲
法
、
平
和
条
約
、
安
保
条
約
」（
報

告
者
）

国
際
政
治
学
会

二
〇
一
六
年

「
新
時
代
の
日
米
同
盟
と
地
政
学
」（
報
告
者
）

防
衛
省
防
衛
研
究
所

二
〇
一
六
年

「
明
治
一
五
〇
年
の
世
界
と
日
本
─
─
歴
史
を
ど
う
振
り
返
る
か
」（
報
告
者
）

「
大
阪
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
日
本
国
際
問

題
研
究
所
お
よ
び
関
西
経
済
同
友
会

二
〇
一
八
年
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共
催
）

「
現
代
日
本
外
交
の
三
〇
年
」（
討
論
者
）

国
際
政
治
学
会

二
〇
一
八
年

Ⅶ　

座
談
会
・
対
談

「
静
か
な
る
思
索
は
時
代
を
超
え
て
」（
座
：
北
岡
伸
一
、
中
西
寛
）

『
季
刊
ア
ス
テ
イ
オ
ン
』
四
二
号

一
九
九
六
年

「
安
全
保
障
改
革
─
─
今
の
日
本
に
求
め
ら
れ
て
い
る
最
後
の
砦
」（
座
：
笹
島
雅

彦
、
森
本
敏
）

『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
一
四
巻
一
一
号

二
〇
〇
一
年

「
講
和
・
安
保
条
約
か
ら
五
十
年　

吉
田
外
交
を
見
直
す
─
─
新
資
料
が
明
か
す

日
米
交
渉
の
舞
台
裏
」（
座
：
菅
英
輝
、
田
中
明
彦
）

『
論
座
』
八
〇
号

二
〇
〇
二
年

「
新
資
料
が
明
か
す
六
〇
年
安
保
交
渉　
『
安
定
』
の
裏
に
『
依
存
心
』
生
ん
だ

岸
・
安
保
改
定
」（
座
：
菅
英
輝
、
我
部
政
明
）

『
論
座
』
八
八
号

二
〇
〇
二
年

「『
同
盟
国
』
の
『
名
誉
と
条
理
』
に
従
え
」（
対
：
阿
川
尚
之
）

『
諸
君
』
三
四
巻
一
一
号

二
〇
〇
二
年

「
ア
メ
リ
カ
の
時
代　
『
君
子
豹
変
』
す
る
国
・
ア
メ
リ
カ
」（
座
：
岡
崎
久
彦
、

中
西
寛
）

『
諸
君
』
三
五
巻
二
号

二
〇
〇
三
年

「
幣
原
外
交
の
挫
折　

国
際
協
調
（
ワ
シ
ン
ト
ン
）
体
制
を
壊
し
た
の
は
中
国

だ
」（
座
：
岡
崎
久
彦
、
須
藤
眞
志
）

『
諸
君
』
三
五
巻
二
号

二
〇
〇
三
年

「
同
盟
な
く
し
て
平
和
な
し
！
回
帰
す
る
歴
史
」（
座
：
中
西
輝
政
、
蓑
原
俊
洋
）

『
諸
君
』
三
五
巻
五
号

二
〇
〇
三
年

「『
日
本
外
交
の
過
誤
』
を
解
読
す
る
（
一
）」（
座
：
兼
原
信
克
、
御
厨
貴
）

『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
一
七
巻
一
号

二
〇
〇
四
年

「『
日
本
外
交
の
過
誤
』
を
解
読
す
る
（
二
）」（
座
：
兼
原
信
克
、
御
厨
貴
）

『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
一
七
巻
二
号

二
〇
〇
四
年

「『
日
本
外
交
の
過
誤
』
を
解
読
す
る
（
三
）」（
座
：
兼
原
信
克
、
御
厨
貴
）

『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
一
七
巻
三
号

二
〇
〇
四
年

「
明
治
天
皇
と
『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｒ
』」（
対
：
御
厨
貴
）

『
諸
君
』
三
六
巻
三
号

二
〇
〇
四
年

「『
日
本
外
交
の
過
誤
』
を
解
読
す
る
（
最
終
回
）」（
座
：
兼
原
信
克
、
御
厨
貴
）

『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
一
七
巻
四
号

二
〇
〇
四
年

「
国
連
の
強
化
・
活
用
を
日
本
外
交
の
主
軸
に
」（
座
：
横
田
洋
三
、
野
村
彰
男
）

『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
一
八
巻
四
号

二
〇
〇
五
年
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「
Ａ
級
戦
犯
合
祀
が
再
燃
さ
せ
た
戦
争
責
任
問
題
を
検
証
す
る
」（
座
：
松
本
健
一
、

御
厨
貴
）

『
中
央
公
論
』
一
二
〇
巻
八
号

二
〇
〇
五
年

「
過
信
は
禁
物　

日
米
同
盟
は
盤
石
な
ら
ず
」（
座
：
奥
山
真
司
、
村
田
晃
嗣
）

『
諸
君
』
三
八
巻
一
号

二
〇
〇
六
年

「『
美
し
い
国
』
の
『
主
張
す
る
外
交
』
が
め
ざ
す
も
の
─
─
市
民
権
回
復
外
交
の

時
代
は
終
わ
っ
た
」（
対
：
兼
原
信
克
）

『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
二
〇
巻
四
号

二
〇
〇
七
年

「
こ
れ
が
日
本
を
強
く
す
る
新
安
保
条
約
だ
」（
座
：
佐
瀬
昌
盛
、
谷
内
正
太
郎
）

『
正
論
』
四
七
九
号

二
〇
一
二
年

「
平
和
主
義
を
責
任
あ
る
形
で
実
現
す
る
た
め
に
も
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を

容
認
す
べ
き
だ
」（
座
：
国
分
高
史
、
松
本
一
弥
）

『Journalism

』
二
八
八
号

二
〇
一
四
年

「『
ヒ
ラ
リ
ー
幻
想
』
を
戒
め
る
─
─
強
い
ア
メ
リ
カ
を
期
待
」（
対
：
中
西
輝
政
）

『W
ill

』
一
四
四
号

二
〇
一
六
年

「
ト
ラ
ン
プ
ノ
ミ
ク
ス
は
レ
ー
ガ
ン
＋
田
中
角
栄
だ
」（
対
：
中
西
輝
政
）

『W
ill

』
一
四
五
号

二
〇
一
七
年

Ⅷ　

書
評

「
石
津
朋
之
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
・
マ
ー
レ
ー
編
著
『
日
米
戦
略
思
想
史
─
─
日

米
関
係
の
新
し
い
視
点
』」

『
国
際
安
全
保
障
』
三
三
巻
四
号

二
〇
〇
六
年

「『
吉
田
路
線
』
は
な
ぜ
続
い
た
の
か
─
─
中
島
信
吾
著
『
戦
後
日
本
の
防
衛
政
策

─
─
「
吉
田
路
線
」
を
め
ぐ
る
政
治
・
外
交
・
軍
事
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
六
年
」

『
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
四
一
号

二
〇
〇
七
年

「
佐
々
木
卓
也
著
『
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
封
じ
込
め
政
策
』」

『
書
斎
の
窓
』
五
七
七
号

二
〇
〇
八
年

Ⅸ　

新
聞
コ
ラ
ム

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
国
際
的
な
影
響
力
高
め
よ
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
八
年　

四
月
一
六
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「『
中
国
の
変
化
』
望
む
声
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
八
年　

五
月
一
六
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
も
う
一
つ
の
ア
メ
リ
カ
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
八
年　

六
月
一
四
日
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【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
宥
和
策
プ
ラ
ス
面
に
も
目
を
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
八
年　

七
月
一
二
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
Ｃ
Ｏ
２
削
減　

議
論
リ
ー
ド
を
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
八
年　

九
月
一
三
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
集
団
的
自
衛
権
の
解
釈
変
更
を
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
一
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
米
国
民
の
団
結
取
り
戻
せ
る
か
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
八
年
一
一
月
一
五
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
高
ま
る
対
米
協
力
へ
の
期
待
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
三
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
多
極
世
界
で
『
合
衆
国
再
生
』」

産
経
新
聞

二
〇
〇
九
年　

一
月　

六
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
一
つ
の
極
と
し
て
立
て
る
か
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
九
年　

二
月
一
四
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「『
正
義
』
に
基
づ
く
解
決
策
を
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
九
年　

三
月
一
四
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
政
権
交
代
、
日
本
に
何
も
た
ら
す
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
九
年　

四
月
一
一
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
地
域
劇
場
に
見
る
『
国
の
魅
力
』」

産
経
新
聞

二
〇
〇
九
年　

五
月　

九
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
北
核
問
題　

鍵
握
る
米
中
の
姿
勢
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
九
年　

六
月
一
三
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
意
味
持
た
ぬ
密
約　

開
示
準
備
を
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
九
年　

七
月
一
一
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
自
信
持
っ
て
過
去
と
向
き
合
う
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
九
年　

八
月
一
五
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
鳩
山
氏
の
不
思
議
な
弁
明
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
九
年　

九
月
一
二
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「『
重
要
な
同
盟
関
係
』
の
深
化
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
九
年
一
〇
月
一
〇
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「『
対
等
な
日
米
同
盟
』
示
し
て
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
九
年
一
一
月
一
四
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
米
大
統
領
演
説
の
魅
力
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
二
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
首
相
の
『
駐
留
な
き
安
保
』」

産
経
新
聞

二
〇
一
〇
年　

一
月　

九
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
東
ア
ジ
ア
視
野
に
安
保
深
化
を
」

産
経
新
聞

二
〇
一
〇
年　

二
月
一
七
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「『
密
約
』
の
真
実
を
語
る
意
義
」

産
経
新
聞

二
〇
一
〇
年　

三
月
一
三
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
日
米
首
脳
会
談
の
不
開
催
」

産
経
新
聞

二
〇
一
〇
年　

四
月
一
七
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「『
政
治
主
導
』
の
空
回
り
」

産
経
新
聞

二
〇
一
〇
年　

五
月
一
五
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「『
日
米
同
盟
基
軸
』
に
揺
ら
ぎ
」

産
経
新
聞

二
〇
一
〇
年　

六
月
一
二
日
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【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
政
治
の
停
滞
と
暴
走
」

産
経
新
聞

二
〇
一
〇
年　

七
月
一
〇
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
廃
絶
と
切
り
離
せ
な
い
核
の
傘
」

産
経
新
聞

二
〇
一
〇
年　

八
月
一
四
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
崇
高
な
理
想
忘
れ
た
中
国
」

産
経
新
聞

二
〇
一
〇
年　

九
月
一
九
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「『
事
な
か
れ
』
で
増
長
し
た
中
国
」

産
経
新
聞

二
〇
一
〇
年
一
〇
月　

九
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
尖
閣
映
像　

流
出
に
思
う
」

産
経
新
聞

二
〇
一
〇
年
一
一
月
一
三
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
北
崩
壊
後
の
大
変
動
に
備
え
よ
」

産
経
新
聞

二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
一
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
民
主
党
自
身
の
『
天
命
』」

産
経
新
聞

二
〇
一
一
年　

一
月　

七
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
菅
首
相
の
外
政
基
本
方
針
」

産
経
新
聞

二
〇
一
一
年　

二
月
一
二
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「『
災
中
』
政
治
の
乗
り
切
り
方
」

産
経
新
聞

二
〇
一
一
年　

四
月
二
二
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「『
ポ
ス
ト
三
・
一
一
』
の
日
米
同
盟
」

産
経
新
聞

二
〇
一
一
年　

五
月
一
四
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「『
人
を
変
え
る
』
必
要
性
」

産
経
新
聞

二
〇
一
一
年　

六
月
一
一
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
民
主
党
の
『
コ
ス
ト
』『
利
益
』」

産
経
新
聞

二
〇
一
一
年　

七
月　

九
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
選
挙
で
民
主
に
『
命
令
』」

産
経
新
聞

二
〇
一
一
年　

八
月
一
三
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
日
米
同
盟
『
三
度
目
の
正
直
』」

産
経
新
聞

二
〇
一
一
年　

九
月
一
〇
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
普
天
間
移
設　

泥
か
ぶ
る
覚
悟
で
」

産
経
新
聞

二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
五
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
安
保
な
き
『
国
家
戦
略
会
議
』」

産
経
新
聞

二
〇
一
一
年
一
一
月
一
二
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「『
中
国
の
興
隆
』
の
行
方
」

産
経
新
聞

二
〇
一
一
年
一
二
月
一
〇
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
安
保
政
策　

核
も
『
想
定
内
』」

産
経
新
聞

二
〇
一
二
年　

一
月
一
四
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
ス
ー
ダ
ン
安
定
化
へ
の
橋
渡
し
」

産
経
新
聞

二
〇
一
二
年　

二
月
一
一
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
北
方
領
土　

理
想
の
『
引
き
分
け
』」

産
経
新
聞

二
〇
一
二
年　

三
月
一
七
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
ポ
ス
ト
『
戦
後
』
の
防
災
と
防
衛
」

産
経
新
聞

二
〇
一
二
年　

四
月
二
一
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
日
米
同
盟
さ
ら
な
る
高
み
へ
」

産
経
新
聞

二
〇
一
二
年　

五
月
一
二
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
傲
慢
な
中
国
外
交
の
危
う
さ
」

産
経
新
聞

二
〇
一
二
年　

六
月　

九
日
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【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
尖
閣
『
知
日
派
』
の
誤
解
」

産
経
新
聞

二
〇
一
二
年　

七
月
一
四
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
多
様
性
発
展
の
リ
ー
ド
役
」

産
経
新
聞

二
〇
一
二
年　

八
月
一
一
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
中
国
と
『
仲
良
く
』
に
注
意
点
」

産
経
新
聞

二
〇
一
二
年　

九
月
一
五
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
中
国
を
『
好
ま
し
い
方
向
』
に
」

産
経
新
聞

二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
三
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
分
裂
し
つ
つ
、
ブ
レ
な
い
米
外
交
」

産
経
新
聞

二
〇
一
二
年
一
一
月
一
〇
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
ト
ッ
プ
の
安
定
、
方
法
は
…
」

産
経
新
聞

二
〇
一
二
年
一
二
月
一
五
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
日
米
同
盟
の
目
的　

再
確
認
」

産
経
新
聞

二
〇
一
三
年　

一
月
一
二
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
尖
閣
の
『
よ
い
』
棚
上
げ
」

産
経
新
聞

二
〇
一
三
年　

二
月　

九
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
修
復
さ
れ
た
日
米
関
係
」

産
経
新
聞

二
〇
一
三
年　

三
月　

九
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
沖
縄
に
も
主
権
回
復
の
意
義
」

産
経
新
聞

二
〇
一
三
年　

四
月
二
九
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
他
国
民
も
守
る
憲
法
解
釈
を
」

産
経
新
聞

二
〇
一
三
年　

七
月
二
九
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
集
団
的
自
衛
権
に
誤
解
あ
り
」

産
経
新
聞

二
〇
一
三
年　

九
月
三
〇
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「『
平
和
主
義
』
見
直
す
べ
き
時
」

産
経
新
聞

二
〇
一
三
年
一
一
月
二
五
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
靖
国
参
拝
の
真
意　

説
明
必
要
」

産
経
新
聞

二
〇
一
四
年　

一
月
二
〇
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
誤
解
防
ぐ
新
し
い
憲
法
解
釈
」

産
経
新
聞

二
〇
一
四
年　

三
月
一
〇
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
解
釈
変
更
大
切
な
『
三
な
い
』」

産
経
新
聞

二
〇
一
四
年　

五
月
一
二
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
自
国
を
防
衛
す
る
権
利
」

産
経
新
聞

二
〇
一
四
年　

六
月
三
〇
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
七
月
一
日
は
『
名
誉
あ
る
日
』」

産
経
新
聞

二
〇
一
四
年　

八
月
二
五
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
日
本
を
苦
し
め
る
イ
メ
ー
ジ
」

産
経
新
聞

二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
三
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
平
和
的
台
頭
へ
中
国
包
囲
」

産
経
新
聞

二
〇
一
四
年
一
一
月
二
四
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
戦
争
反
省
史
に
見
る
誤
解
」

産
経
新
聞

二
〇
一
五
年　

一
月
一
九
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
世
界
認
め
た
『
新
し
い
日
本
』」

産
経
新
聞

二
〇
一
五
年　

三
月
一
六
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
戦
後
処
理　

歴
史
直
視
か
ら
」

産
経
新
聞

二
〇
一
五
年　

四
月
二
七
日
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【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
特
に
大
切
な
『
歯
止
め
』
議
論
」

産
経
新
聞

二
〇
一
五
年　

六
月　

八
日

【
世
界
の
か
た
ち　

日
本
の
か
た
ち
】「
対
中
国
醒
め
る
米
の
『
夢
』」

産
経
新
聞

二
〇
一
五
年　

七
月
二
〇
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
戦
後
七
〇
年　

二
つ
の
『
決
着
』」

産
経
新
聞

二
〇
一
五
年
一
一
月
二
三
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
憲
法
改
正
ま
ず
自
衛
隊
明
記
」

産
経
新
聞

二
〇
一
六
年　

一
月
二
五
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
日
米
安
保
と
自
由
主
義
」

産
経
新
聞

二
〇
一
六
年　

三
月
二
八
日

【
世
界
の
か
た
ち　

日
本
の
か
た
ち
】「
日
本
外
交
覚
醒　

印
象
づ
け
た
」

産
経
新
聞

二
〇
一
六
年　

五
月
三
〇
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
護
る
べ
き
法　

変
え
た
い
法
」

産
経
新
聞

二
〇
一
六
年　

八
月
二
九
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
ト
ラ
ン
プ
氏　

最
大
の
公
約
」

産
経
新
聞

二
〇
一
六
年
一
一
月
二
八
日

【
世
界
の
か
た
ち　

日
本
の
か
た
ち
】「
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
正
体
」

産
経
新
聞

二
〇
一
七
年　

二
月
二
〇
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
極
東
有
事
と
日
本
の
利
益
線
」

産
経
新
聞

二
〇
一
七
年　

四
月
一
七
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
九
条
を
改
正
し
な
い
改
憲
」

産
経
新
聞

二
〇
一
七
年　

六
月
一
九
日

【
世
界
の
か
た
ち　

日
本
の
か
た
ち
】「
北
の
核
防
ぐ
大
国
の
責
任
」

産
経
新
聞

二
〇
一
七
年　

七
月
二
四
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
話
し
合
い
の
た
め
の
自
衛
力
」

産
経
新
聞

二
〇
一
七
年　

九
月
一
八
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
自
衛
隊
明
記　

九
条
と
別
に
」

産
経
新
聞

二
〇
一
七
年
一
一
月
二
七
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
自
由
世
界
の
歴
史
の
基
点
に
」

産
経
新
聞

二
〇
一
八
年　

一
月
二
二
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
北
非
核
化
へ
米
の
本
気
度
」

産
経
新
聞

二
〇
一
八
年　

三
月
一
九
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
ま
っ
と
う
な
国
へ
の
条
件
」

産
経
新
聞

二
〇
一
八
年　

五
月
二
一
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
北
は
米
の
保
護
下
に
入
る
か
」

産
経
新
聞

二
〇
一
八
年　

七
月
一
六
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
米
『
ラ
イ
オ
ン
』
の
怒
り
」

産
経
新
聞

二
〇
一
八
年　

八
月
二
七
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
『
宝
刀
』」

産
経
新
聞

二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
五
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「『
三
原
則
』
沈
黙
守
る
中
国
」

産
経
新
聞

二
〇
一
八
年
一
一
月
二
六
日

【
世
界
の
か
た
ち　

日
本
の
か
た
ち
】「『
放
棄
し
て
い
な
い
』
領
土
」

産
経
新
聞

二
〇
一
九
年　

一
月
一
四
日

【
世
界
の
か
た
ち　

日
本
の
か
た
ち
】「『
ポ
ス
ト
戦
後
』
の
新
時
代
へ
」

産
経
新
聞

二
〇
一
九
年　

二
月
二
五
日
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【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
ポ
ス
ト
『
冷
戦
後
』
の
時
代
」

産
経
新
聞

二
〇
一
九
年　

五
月
二
七
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
日
本
が
で
き
る
米
国
防
衛
」

産
経
新
聞

二
〇
一
九
年　

七
月
一
五
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「『
朝
鮮
戦
争
後
』
意
識
せ
よ
」

産
経
新
聞

二
〇
一
九
年　

九
月
一
六
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
自
衛
隊
の
憲
法
議
論
急
げ
」

産
経
新
聞

二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
一
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
日
米
同
盟
の
公
正
な
分
担
」

産
経
新
聞

二
〇
一
九
年
一
二
月
二
三
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
ト
ラ
ン
プ
氏
へ
の
過
小
評
価
」

産
経
新
聞

二
〇
二
〇
年　

二
月　

二
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
ウ
イ
ル
ス
戦
争　

中
国
の
責
任
」

産
経
新
聞

二
〇
二
〇
年　

三
月
三
〇
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
日
本
の
真
価
問
う
『
戦
争
』」

産
経
新
聞

二
〇
二
〇
年　

五
月
一
八
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
対
中
政
策
見
直
す
時
期
」

産
経
新
聞

二
〇
二
〇
年　

八
月
二
四
日

【
世
界
の
か
た
ち
、
日
本
の
か
た
ち
】「
戦
後
を
終
わ
ら
せ
た
首
相
」

産
経
新
聞

二
〇
二
〇
年
一
〇
月
一
九
日

【
正
論
】「
米
軍
再
編
が
突
き
つ
け
る
日
本
の
選
択
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
六
年　

五
月
一
六
日

【
正
論
】「
国
際
社
会
動
か
す
決
意
示
し
た
日
本
外
交
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
六
年　

七
月
二
九
日

【
正
論
】「
生
ぬ
る
い
安
全
保
障
感
覚
に
決
別
せ
よ
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
二
〇
日

【
正
論
】「
日
本
の
戦
争
責
任
に
つ
い
て
考
え
る
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
六
年
一
一
月
二
一
日

【
正
論
】「
日
中
歴
史
共
同
研
究
成
功
へ
の
三
原
則
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
七
年　

三
月　

三
日

【
正
論
】「
集
団
的
自
衛
権
解
釈
は
変
更
が
必
要
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
七
年　

五
月
一
一
日

【
正
論
】「『
八
・
一
五
』
に
思
う
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
七
年　

八
月
一
六
日

【
正
論
】「
安
倍
首
相
辞
任　

テ
ロ
特
措
法
に
職
を
賭
し
て
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
七
年　

九
月
一
九
日

【
正
論
】「
テ
ロ
特
措
法　

活
動
停
止
は
日
米
同
盟
を
破
壊
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
一
六
日

【
正
論
】「『
八
月
一
五
日
』」

産
経
新
聞

二
〇
〇
八
年　

八
月
一
四
日

【
正
論
】「
武
力
行
使
の
解
釈
に
画
期
的
変
化
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
九
年　

六
月　

一
日

【
正
論
】「『
緊
密
で
対
等
』
な
日
米
同
盟
と
は
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
九
年　

八
月
二
〇
日

【
正
論
】「『
正
直
は
最
良
の
策
』
と
割
り
切
る
」

産
経
新
聞

二
〇
〇
九
年　

九
月　

四
日
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【
正
論
】「
次
期
政
権
は
解
散
選
挙
で
決
す
べ
し
」

産
経
新
聞

二
〇
一
一
年　

七
月
一
五
日

【
正
論
】「
芦
田
修
正
が
自
衛
隊
合
憲
根
拠
な
ら
」

産
経
新
聞

二
〇
一
二
年　

二
月　

九
日

【
正
論
】「
憲
法
と
私
」

産
経
新
聞

二
〇
一
二
年　

五
月　

二
日

【
正
論
】「
中
国
攻
勢
へ
の
抵
抗
が
新
時
代
開
く
」

産
経
新
聞

二
〇
一
二
年
一
〇
月
三
一
日

【
正
論
】「『
国
民
の
憲
法
』
考
」

産
経
新
聞

二
〇
一
三
年　

五
月　

一
日

【
正
論
】「
中
国
の
『
平
和
的
台
頭
』
を
試
す
米
国
」

産
経
新
聞

二
〇
一
三
年　

六
月
二
〇
日

【
正
論
】「『
八
・
一
五
』
に
思
う
」

産
経
新
聞

二
〇
一
三
年　

八
月　

九
日

【
正
論
】「
中
国
が
つ
く
尖
閣
『
棚
上
げ
』
の
嘘
」

産
経
新
聞

二
〇
一
三
年
一
一
月
一
三
日

【
正
論
】「
尖
閣
明
言
に
見
え
た
大
統
領
の
覚
悟
」

産
経
新
聞

二
〇
一
四
年　

八
月
二
八
日

【
正
論
】「
中
国
は
互
恵
目
指
し
対
日
改
善
は
か
れ
」

産
経
新
聞

二
〇
一
四
年
一
〇
月
三
一
日

【
正
論
】「
日
米
新
指
針
が
強
め
た
同
盟
の
『
絆
』」

産
経
新
聞

二
〇
一
五
年　

五
月　

五
日

【
正
論
】「
集
団
的
自
衛
権
の
本
質
を
突
く
議
論
を
」

産
経
新
聞

二
〇
一
五
年　

七
月　

八
日

【
正
論
】「
成
立
『
安
保
法
制
』　

平
和
主
義
強
化
の
基
盤
は
整
っ
た
」

産
経
新
聞

二
〇
一
五
年　

九
月
二
三
日

【
正
論
】「『
航
行
の
自
由
』
こ
そ
核
心
的
利
益
だ
」

産
経
新
聞

二
〇
一
五
年
一
一
月
二
七
日

【
正
論
】「
ト
ラ
ン
プ
発
言
に
動
じ
な
い
同
盟
を
」

産
経
新
聞

二
〇
一
六
年　

五
月
二
四
日

【
正
論
】「
よ
り
よ
い
米
国
大
統
領
に
な
る
条
件
」

産
経
新
聞

二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
六
日

【
正
論
】「
大
改
革
の
聖
断
下
さ
れ
た
昭
和
天
皇
」

産
経
新
聞

二
〇
一
七
年　

四
月　

五
日

【
正
論
】「
日
米
同
盟
の
覚
悟
示
し
た
首
相
発
言
」

産
経
新
聞

二
〇
一
七
年
一
二
月
二
八
日

【
正
論
】「
新
し
い
海
洋
国
家
の
日
本
建
設
を
」

産
経
新
聞

二
〇
一
九
年　

四
月
二
三
日

Ⅹ　

新
聞
書
評

中
馬
清
福
著
『
密
約
外
交
』（
文
春
新
書
、
二
〇
〇
二
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
三
年　

一
月　

五
日

武
田
徹
著
『「
核
」
論
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
三
年　

一
月
二
六
日
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Ｊ
・
Ｌ
・
ギ
ャ
デ
ィ
ス
著
／
五
味
俊
樹
他
訳
『
ロ
ン
グ
ピ
ー
ス
』（
芦
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
三
年　

二
月
二
三
日

相
澤
淳
著
『
海
軍
の
選
択
』（
中
公
叢
書
、
二
〇
〇
二
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
三
年　

三
月　

二
日

ト
ー
マ
ス
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
著
／
鈴
木
淑
美
訳
『
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゼ
ロ
』（
ウ
ェ
ッ
ジ
、
二
〇
〇

三
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
三
年　

四
月　

六
日

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
バ
ム
フ
ォ
ー
ド
著
／
瀧
澤
一
郎
訳
『
す
べ
て
は
傍
受
さ
れ
て
い
る
』（
角
川
書

店
、
二
〇
〇
三
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
三
年　

五
月
二
六
日

中
西
寛
著
『
国
際
政
治
と
は
何
か
』（
中
公
新
書
、
二
〇
〇
三
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
三
年　

五
月　

四
日

原
彬
久
著
『
岸
信
介
証
言
録
』（
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
三
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
三
年　

六
月
二
二
日

納
家
政
嗣
著
『
国
際
紛
争
と
予
防
外
交
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
三
年　

六
月
二
九
日

ロ
バ
ー
ト
・
Ｄ
・
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
著
『
沖
縄
問
題
の
起
源
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇

三
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
三
年　

七
月
一
三
日

デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ハ
ル
バ
ー
ス
タ
ム
著
／
小
倉
慶
郎
他
訳
『
静
か
な
る
戦
争
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、

二
〇
〇
三
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
三
年　

七
月
二
七
日

大
杉
一
雄
著
『
真
珠
湾
へ
の
道
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
三
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
三
年　

八
月
一
〇
日

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
イ
ー
ス
タ
ー
リ
ー
著
／
冨
田
陽
子
訳
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
南
の
貧
困
と
闘
う
』

（
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
三
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
三
年　

九
月
二
八
日

薬
師
寺
克
行
著
『
外
務
省
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
三
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
三
年
一
〇
月　

五
日

小
倉
和
夫
著
『
吉
田
茂
の
自
問
』（
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
三
年
一
〇
月
一
九
日

ロ
バ
ー
ト
・
Ａ
・
ダ
ー
ル
著
／
杉
田
敦
訳
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
は
民
主
的
か
』（
岩
波
書
店
、
二

〇
〇
三
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
三
年
一
〇
月
二
六
日

井
田
博
著
『
日
本
プ
ラ
モ
デ
ル
興
亡
史
』（
文
春
ネ
ス
コ
、
二
〇
〇
三
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
三
年
一
一
月
一
六
日

馬
立
誠
著
／
杉
山
裕
之
訳
『「
反
日
」
か
ら
の
脱
却
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
三
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
三
年
一
一
月
三
〇
日

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ハ
ウ
著
／
見
市
雅
俊
訳
『
帝
国
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
四
年　

二
月　

一
日
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瀧
井
一
博
著
『
文
明
史
の
な
か
の
明
治
憲
法
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
三
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
四
年　

二
月
一
五
日

カ
ー
タ
ー
・
Ｊ
・
エ
ッ
カ
ー
ト
著
『
日
本
帝
国
の
申
し
子
』（
草
思
社
、
二
〇
〇
四
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
四
年　

三
月　

七
日

北
岡
伸
一
著
『
日
本
の
自
立
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
四
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
四
年　

五
月　

二
日

三
好
範
英
著
『
戦
後
の
「
タ
ブ
ー
」
を
清
算
す
る
ド
イ
ツ
』（
亜
紀
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
四
年　

五
月　

九
日

澤
宮
優
著
『
炭
鉱
町
に
咲
い
た
原
貢
野
球
』（
現
代
書
館
、
二
〇
〇
四
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
四
年　

五
月
二
三
日

下
條
正
男
著
『
竹
島
は
日
韓
ど
ち
ら
の
も
の
か
』（
文
春
新
書
、
二
〇
〇
四
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
四
年　

五
月
三
〇
日

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
グ
ロ
ス
マ
ン
著
／
二
木
麻
里
訳
『
死
を
生
き
な
が
ら
』（
み
す
ず
書
房
、
二

〇
〇
四
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
四
年　

六
月
一
三
日

渡
辺
靖
著
『
ア
フ
タ
ー
・
ア
メ
リ
カ
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
四
年　

六
月
二
七
日

ク
リ
ス
・
ヘ
ッ
ジ
ス
著
／
伏
見
威
蕃
訳
『
本
当
の
戦
争
』（
集
英
社
、
二
〇
〇
四
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
四
年　

七
月
一
八
日

マ
イ
ケ
ル
・
シ
ャ
ー
ラ
ー
著
／
市
川
洋
一
訳
『「
日
米
関
係
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か
』（
草
思
社
、

二
〇
〇
四
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
四
年　

八
月　

八
日

ジ
ョ
ン
・
Ｌ
・
ギ
ャ
デ
ィ
ス
著
／
浜
林
正
夫
他
訳
『
歴
史
の
風
景
』（
大
月
書
店
、
二
〇
〇
四

年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
四
年　

八
月
一
五
日

沢
木
耕
太
郎
著
『
一
九
六
〇
』（
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
四
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
四
年　

八
月
二
九
日

君
塚
直
隆
著
『
女
王
陛
下
の
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
四
年　

九
月
一
二
日

土
山
實
男
著
『
安
全
保
障
の
国
際
政
治
学
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
四
年　

九
月
二
六
日

江
畑
謙
介
著
『
日
本
防
衛
の
あ
り
方
』（
Ｋ
Ｋ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
、
二
〇
〇
四
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
〇
日

ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
著
／
楡
井
浩
一
訳
『
マ
イ
ラ
イ
フ　

ク
リ
ン
ト
ン
の
回
想
』（
朝
日
新
聞

社
、
二
〇
〇
四
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
四
年
一
〇
月
二
四
日

ド
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ナ
ッ
タ
Jr.
著

／
吉
田
晋
治
訳
『
大
統
領
の
ゴ
ル
フ
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇

〇
四
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
四
年
一
一
月　

七
日

阿
川
尚
之
著
『
憲
法
で
読
む
ア
メ
リ
カ
史
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
、
二
〇
〇
四
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
四
年
一
一
月
二
八
日
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論　　　説

イ
ア
ン
・
ニ
ッ
シ
ュ
著
／
関
静
男
訳
『
戦
間
期
の
日
本
外
交
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇

読
売
新
聞

二
〇
〇
四
年
一
二
月　

五
日

四
年
）

中
島
誠
著
『
立
法
学
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
四
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
四
年
一
二
月
一
二
日

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
マ
ン
著
／
渡
辺
昭
夫
監
訳
『
ウ
ル
カ
ヌ
ス
の
群
像
』（
共
同
通
信
社
、
二
〇
〇

四
年
）

読
売
新
聞

二
〇
〇
四
年
一
二
月
一
九
日

Ⅺ　

小
品
・
エ
ッ
セ
イ

「
ワ
シ
ン
ト
ン
現
地
レ
ポ
ー
ト　

こ
の
『
戦
争
』
の
行
方
を
思
う
」

『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
一
四
巻
一
一
号

二
〇
〇
一
年

「
今
は
必
要
な
い
け
ど
・
・
・
」

『
諸
君
』
三
五
巻
八
号

二
〇
〇
三
年

Ⅻ　

そ
の
他

『
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
外
交
史
的
研
究
』（
平
成
一
五
年
度
～
一
六
年
度　

文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金

（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
二
））
研
究
成
果
報
告
書

二
〇
〇
六
年

『
混
迷
を
深
め
る
世
界
と
日
本　

ど
う
な
る
日
米
同
盟
』
國
民
會
館
〈
國
民
會
館
叢
書　

八
一
〉

二
〇
〇
九
年
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